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報　文

座位姿勢に適合した胴部原型の設計
―立位姿勢と座位姿勢の体表面展開図の比較―

渡邊　敬子・平井　晶子＊

Basic bodice pattern design for sitting position

Keiko Watanabe and Akiko Hirai

There is a need for a pattern of clothing that fits the body of people in a sitting position like a 
wheelchair user or the elderly. In this study, the difference between the body surface development of 
the standing position and the sitting position was clarified for providing the basis of garment design. 
Twenty-nine young women were measured under the following three conditions: standing normal 
position, natural sitting position, sitting position with rounded back. The 3D data was converted to a 
virtual body, and the body surface development of the trunk was obtained by a software called 
LookStailorX. The shape of the developments was quantitatively expressed by the coordinate values 
of the apex, length and angle. As the result, significant differences were seen between sitting position 
with rounded back and standing position. Furthermore, the average shape of the torso surface 
development was significantly different, so it is difficult to adjust the basic pattern to the torso in the 
round sitting position. For example, the back width, the length from the cervical point to bust line 
level were longer than that in standing position, and the chest width and front length were shorter. 
For sitting position with rounded back, the waist darts of the back body are 3.2° more, the front-
shoulder slope is 6.4° more and the back-shoulder slope is 7.5° less than that for the standing position. 
Therefore, it is necessary to design a pattern taking into consideration the differences as described 
above.

１ ．緒　言
衣服が身体に合うことは着心地とともに美的な

面からも重視される。障碍者の就労が推し進めら
れる中、就職活動や仕事で着用するスーツなどの
適合性を要する衣服の需要は増すと考えられる。
車いす利用者に着目すると、既製服を着用するこ
とで、衿元が開く、上衣の丈が上がり背中が見え
る、肩が窮屈であるなどの不適合が生じる。この
ような不都合は、既製服が立位姿勢の形状に合わ
せて設計されているためであると指摘されてい
る 1 ）。また、スーツを所有していない人の約40％

が、欲しいけれど体に合うものがない、既製服の
修正の仕方がわからないと回答している 2 ）。一方
で、厚生労働省の調査 3 ）によって高齢者も座位
姿勢を多くとっていることが報告されており、座
位姿勢を中心に生活する人に適合した衣服の設計
が望まれる。座位姿勢に対応する衣服設計につい
ては、渡辺らが下半身の寸法変化について 4 ）、全
らが高齢女性の体幹形状について 5 ）報告してい
る。しかし、いずれも身体の寸法の変化のみで体
表の形状の変化については明らかになっていない。
そこで、本研究では座位姿勢の人々の体つきに合
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う上衣の型紙を設計するために、その基礎となる
座位姿勢での胴部体表面の形状を明らかにするこ
とを目的とした。

２ ．方　法
被験者は19歳から22歳の本学の女子大生29名で

ある。身長と体重を全国資料と比較したところ有
意な差は見られなかった。被験者は身体を締め付
けないスポーツブラジャー、キャミソールとス
パッツを着用した。頸椎点、頸窩点、肩先点など
計17点にランドマークシールを貼った。さらに、

頸付根線、腕付根線、肩縫い目線などの基準線を
アイライナーで体表に描いた。

計 測 に は 浜 松 ホ ト ニ ク ス 社 の Body Line 
Scanner を用いた。座位姿勢の計測には、座面の
高さが調節でき、肘掛けのついた椅子を使用した。
なお、椅子の背もたれはデータの欠損が生じない
ようにクッションや生地を外してフレームのみを
残した。

計測姿勢は、図 1 に示すような 3 つの姿勢とし
た。立位姿勢とは、耳眼水平の自然な立位姿勢で、
多くの人体計測はこの姿勢で行われている。座位
姿勢 1 は、車いすに座ることを想定して、前腕を
肘掛けに乗せた椅子正常姿勢とした。一方、車い
す利用者を観察すると、比較的筋力があり座位姿
勢を維持できる人もいる一方、筋力の低下などに
よって、前傾姿勢で背中が丸い人も多く見られる。
この程度には個人差が見られるが、今回は被験者
が自然に力を抜いて座ることで生じた前傾姿勢を
採用し、座位姿勢 2 とした。頸椎点とウエストを
結ぶ直線の傾斜角度を求めると、座位姿勢から順
に平均1.2°（標準偏差3.2°）、4.1°（3.4°）、10.4°（5.2 °）
で、姿勢間で有意な差が認められたため、今回は
この条件で比較することにした。

以上のようにして得られた 3 次元計測データを
LookStailorX に取り込み、鎖骨や胸の谷間のく
ぼみが無くなる程度のゆとりを加えて着せ付けを
行った。 3 次元計測の正面・後面・左右側面の 4
方向からの画像を、ソフトの背景に読みこんで体
表に印した基準線を写し取った（図 2 ）。そして、
図 3 のように新文化式原型に近い形で展開できる
ようにダーツなどの展開線を入れた。こうして得
られた展開図の形状を定量的に表現するため、展
開図データをアパレル CAD に取り込み、頂点の
座標値を求めた。これに基づいて、図 4 に示すよ
うな距離、角度など計90項目を算出した。

さらに、それぞれの体表面展開図について、前
身頃は前正中線とバストラインの交点、後身頃は
後正中線とバストラインの交点を原点とする座標
系に統一し、各頂点の X-Y 座標値を算出した。
それぞれの X 値、Y 値の平均値を算出し、それ
らをアパレル CAD 上にプロットし、各点を繋い
で近似の体表面展開図の平均形状を描いた。

立位姿勢　　　　座位姿勢 1 　　　　座位姿勢 2
図 1 　計測姿勢と頸椎点と後ウエストを結ぶ直線の角度

デジタルマネキン 計測時の写真 基準線のトレース
図 2 　体表面展開の基準線の設定方法

脇線：肩先点から垂直に下ろした線
バストダーツ：乳頭点からウエストラインへ垂線
後ウエストダーツ : 後ウエストラインの 2 分の 1

から腕付根点の高さまで垂直線
肩ダーツ：肩線の1/2位置から背幅の基準点の高

さで後ウエストダーツより5mm 脇側の位置へ
の直線

図 3 　ボディと展開図作成のための展開線の定義
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３ ．結果及び考察
姿勢による体表面の変化を捉えるため、各姿勢

の計測項目の基本統計量を求め、それぞれ対応の
ある検定を行った。座位姿勢 1 と立位姿勢で、有
意確率0.1％未満の項目は、L21、L23、L24など
のウエストの長さや X14、L26などの背中の幅に
かかわる項目であった。しかし、図 5 に示す通り、
バストやウエスト部分の前後のバランスに差が見
られた。肩先点から垂直に下した線を脇線とする
と定義しためたため、姿勢がやや前傾になったの

に伴い肩先点が前方に移動した結果、脇線も前方
へ移動したと考えられる。その他の部位では平均
形状に大きな差は見られなかった。座位姿勢を中
心に生活する人の中でも、筋力があり背筋を伸ば
した状態を維持できる人では、型紙の大幅な補正
を必要としないのではないかと考えられた。

一方で、座位姿勢 2 と立位姿勢の間では体表面
展開図の丈、幅、角度など形状に差が見られた。
姿勢間で対応のある検定を行った結果（表 1 ）、
バストラインより上の幅を表す X3から X5までと
X10から X17までの項目で、0.1% 未満の水準で有
意差が認められた。まず、前の身幅に相当する
X5は立位と比べ半身で30.0mm 下回り、後ろの身
幅に相当する X15は半身で37.1mm 上回った。姿
勢の変化によって、肩先点の位置が相対的に前方
に移動したため、肩先点によって定義された脇線
も前方に移動したと考えられる。一方で、胸幅に
相当する X3は半身で6.9mm 下回り、背幅に相当

図 4 　展開図上の距離・角度の計測項目

C1　L25 + L27
C2　L16 + L26
C3　L21 + L22
C4　L23 + L24
C5　C1 + C2
C6　C3 + C4
D1　Y9 - Y1
D2　Y14 − Y3

図 5 　体表面展開図の平均形状の姿勢による違い
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する X12は11.7mm 上回った。屈身になることで
身幅のバランスが変化したといえる。背幅と胸幅
は衣服の原型や型紙を設計する際、幅を決定する
重要な項目である。背を丸めた座位姿勢を取るこ
とで生じるこの差によって、背面の窮屈さやつれ
じわ、胸元の開きが生じていると考えられる。ま
た、肩の幅に相当する X10も半身で1.1cm 上回っ

た。これは肩ダーツに相当する A3が大きいこと
が関連していると考えられる。

さらに、前アームホールのくりにかかかわる項
目についてみてみると X6（アームホールの底と
肩先点の幅の差）は小さい。これは X2（肩先点
から前正中線までの幅）に有意な差が見られない
のに対して、前述のように X5（前の身幅）が下

項目
立位姿勢

差 t 検定
座位姿勢 2

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
mm mm mm mm

X1  62.1  6.4  -2.7 ＊  59.5  6.1
X2 167.8  9.5  -2.6 165.2  9.4
X3 157.0  7.7  -6.9 ＊＊＊ 150.2  8.4
X4 174.6 10.7 -11.0 ＊＊＊ 163.5 14.8
X5 216.3 15.9 -30.0 ＊＊＊ 186.3 17.5
X6  48.5 11.6 -27.4 ＊＊＊  21.1 13.3
X7  10.8  4.9   4.3 ＊＊  15.1  5.5
X8   6.8 10.5   -8.5 ＊＊   -1.7 11.2
X9  72.6  7.3   0.9  73.4  8.4
X10 182.5 11.6  11.9 ＊＊＊ 194.4 12.8
X11  76.5 11.6  21.9 ＊＊＊  98.4 13.4
X12 161.8 10.5  11.7 ＊＊＊ 173.5 13.4
X13 163.4 13.4  13.2 ＊＊＊ 176.6 15.7
X14  64.6 14.0  27.9 ＊＊＊  92.6 15.6
X15 190.6 18.9  37.1 ＊＊＊ 227.7 22.1
X16  10.0 13.0  24.9 ＊＊＊  34.9 14.0
X17  30.5 12.9  25.0 ＊＊＊  55.4 13.0
X18  17.3  8.9  -1.1  16.2  8.8
X19  90.8 15.2   0.7  91.5 17.4
X20  70.1 13.7   5.8  76.0  9.0
X21  75.3  7.0   2.6  77.9  7.4
Y1 317.6 17.3 -10.9 ＊＊ 306.6 17.8
Y2 168.2 10.9   -4.9 ＊ 163.3 11.0
Y3  99.0 12.8   5.8 ＊ 104.8  9.6
Y4 149.3 15.8  -6.0 143.3 18.0
Y5  69.1  8.3   0.5  69.6  9.6
Y6  87.1 12.0   5.0  92.2  8.3
Y7 127.9 11.4  -5.1 122.8 12.7
Y8  11.9  7.7   0.8  12.7  8.0
Y9 366.7 16.2  11.5 ＊＊＊ 378.2 17.1
Y10 213.4 16.4  24.3 ＊＊＊ 237.7 16.5
Y11  35.0  8.4  -3.1  31.9  6.9
Y12 168.0 17.8  -5.3 162.7 15.1
Y13 139.7 14.3  -1.4 138.4 11.0
Y14 193.2 18.8  -1.4 191.8 14.4
Y15 153.3 16.2 -12.8 ＊＊＊ 140.4 16.9
Y16  25.2  9.4   3.2  28.4  7.2
Y17  96.7 12.3  -0.2  96.4 11.8
Y18 173.6 18.1  12.9 ＊＊ 186.4 19.6
Y19 218.6 20.3 -16.8 ＊＊ 201.8 19.1
Y20 179.1 16.9   2.3 181.4 13.9
Y21 176.7 16.4   4.8 181.5 14.6
Y22  28.3 10.9  10.6 ＊＊＊  38.9  9.8
Y23  63.3 13.4  -8.1 ＊  55.2 11.0
Y24  67.2 10.9  -2.6 ＊＊＊  64.5 10.7
Y25  86.9 20.3  14.7 ＊＊＊ 101.6 15.3
D1  49.1 15.1  22.4 ＊  71.5 15.7
D2  94.2 15.8  -7.2  86.9 14.7

（＊：p<0.05　＊＊：p<0.01　＊＊＊：p<0.001）

項目
立位姿勢

差 t 検定
座位姿勢 2

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
mm mm mm mm

L1 110.3  8.7   2.4 112.7 10.6
L2 184.0 11.1  -3.5 180.5 11.2
L3 238.1 14.0  -5.3 ＊＊ 232.8 14.1
L4 218.7 12.9  -4.7 ＊ 214.0 13.7
L5 229.7 11.9 -17.4 ＊＊＊ 212.3 15.0
L6 129.7  9.5 -17.9 ＊＊＊ 111.9 12.0
L7 160.3 13.0 -36.4 ＊＊＊ 123.8 16.7
L8 151.9 14.0 -10.6 ＊＊＊ 141.3 16.3
L9 183.9 18.2  -2.0 181.8 14.3
L10 185.3 17.6  12.2 ＊＊＊ 197.5 17.3
L11 208.4 15.1  -0.7 207.7 15.2
L12  86.0 17.9 -14.4 ＊＊＊  71.6 14.5
L13 243.4 18.6 13.4 ＊＊＊ 256.8 13.4
L14 186.0 11.5  -3.8 182.2 12.6
L15 100.1  9.0 -13.2 ＊＊＊  86.9 14.8
L16 111.1  9.5  11.3 ＊＊＊ 122.4 10.7
L17 192.2 17.5   7.4 ＊ 199.6 18.9
L18  37.3 12.8  22.1 ＊＊＊  59.4 13.1
L19 268.8 12.9 -14.8 ＊＊＊   254 15.0
L20 243.4 18.6  13.4 ＊＊＊ 256.8 13.4
L21  79.7  8.4   1.9  81.7  9.0
L22 126.9 16.3 -40.1 ＊＊＊  86.8 32.5
L23  63.8 13.0  34.6 ＊＊＊  98.4 16.9
L24  64.3 13.1  34.2 ＊＊＊  98.4 16.5
L25  74.8  7.0   2.0  76.8  8.2
L26  66.6 14.7  36.4 ＊＊＊ 103.1 19.3
L27 153.3 13.9 -44.8 ＊＊＊ 108.5 17.9
L28  17.6  7.1   3.7  21.3  8.5
C1 228.1 16.3 -42.8 ＊＊＊ 185.3 21.3
C2 177.7 20.7 47.8 ＊＊＊ 225.5 25.0
C3 206.6 16.8 -38.2 ＊＊＊ 168.4 34.0
C4 128.1 26.1  68.7 ＊＊＊ 196.9 33.1
C5 405.8 27.5   5.0 ＊＊ 410.8 31.4
C6 334.7 24.7  30.6 ＊＊＊ 365.3 31.1

° ° ° °
A1  21.3  5.6  -9.2 ＊＊＊  12.2  8.1
A2   2.0  3.0   3.2 ＊＊＊   5.2  4.7
A3   8.9  3.0   1.2  10.1  3.7
A4  14.1  4.5  -7.5 ＊＊＊   6.5  4.9
A5  14.5  5.2   6.4 ＊＊＊  20.9  5.0
A6  26.1  5.9  -7.5 ＊＊＊  18.7  7.0
A7  40.6  5.0  -1.1  39.6  7.1
A8   1.5  1.0   0.0   1.5  1.3

（＊：p<0.05　＊＊：p<0.01　＊＊＊：p<0.001）

表 1 　立位姿勢と座位姿勢 2 の体表面展開図上の幅・高さ・長さと角度の比較
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回るためである。しかし、X7（肩先点と胸幅点
の水平距離）は4.3mm 上回った。このことから
肩部では前のアームホールのくりが大きく、曲率
の高いカーブになるといえる。後アームホールに
ついては、X16（アームホールの底と肩先点の幅
の差）が立位姿勢より24.9mm 上回る。これは
X10（肩先点から前正中線までの幅）の差に比べ
て、X15（後ろの身幅）での差が大きく上回るた
めである。同様の理由で、X17（身幅と背幅点の
差）、X18（身幅と腕付根点の差）は、それぞれ
24.9mm、25.5mm大きく、後腕付根の部位でのアー
ムホールのくりが大きく、曲率の高いカーブにな
るといえる。しかし、肩先と背幅点の幅の差は、
いずれの姿勢でも約2.1mm で、カーブ形状に差
は見られなかった。このことは図 3 からも観察す
ることができる。

丈の項目では、座位姿勢 2 の Y １（前中心丈）
が10.9mm 下回り、Y9（背丈）が11.5mm 上回った。
特に、Y10（後身頃の頸椎点からバストラインま
での高さ）では24.3mm 上回った。一方、Y15（バ
ストラインから後ウエストラインまでの高さ）は
12.8mm 下回った。つまり、前傾によって相対的
にバストラインの位置が低くなったことを差し引
いても、背面上部が丸くなりその部位の丈が長く
なったと考えることができる。

さらに、角度項目について比較してみると、座
位姿勢 2 では立位姿勢と比べ、後身頃のウエスト
ダーツに相当する A2が4.2°、肩ダーツに相当す
る A3が2.6°大きい。これらのことは背面の丸み
を表していると言え、背面でダーツ分量を増やす
ことの必要性を示している。逆に、前のウエスト
ダーツに相当する A1は8.2°小さかった。

前の肩傾斜角度に相当する A5は、座位姿勢 2
が6.5°大きく、逆に後ろの肩傾斜角度に相当する
A6は5.8°小さい。前傾姿勢となり背中が丸まるこ
とで自然に肩先の位置が頸側点に対して前方に移
動し、前肩になったことで差が生じたと考えられ
た。一方、A7（前後の肩傾斜の和）には有意な
差は見られなかった。したがって、肩の傾斜その
ものには差がなく、前傾姿勢になることでサイド
ネックポイントと肩先点を結ぶ直線の位置が変わ
り、展開図上の傾斜に差が生じたといえる。衣服

の肩線を一般的にみられるような頸側点から僧帽
筋前縁に沿い肩先点に至るような肩縫い目線に設
定したい場合は、パターン上の肩傾斜の配分を変
える必要がある。

4 ．結　言
座位姿勢に適合する衣服設計のための基礎的な

資料を得るために、座位での体幹部の体表面と立
位時の体幹部の体表面の形状を比較した。その結
果、自然な座位では体表面形状に大きな差は生じ
ず、一般の原型を補正することで体に合った衣服
の設計が可能と考えられた。しかし、前傾の姿勢
になると、身頃の幅と丈、脇線の位置だけでなく、
ダーツの向きや角度、肩傾斜にも明確に違いが見
られた。このように寸法だけでなく形状に差が生
じるため、立位姿勢を前提に設計された原型を座
位姿勢に合わせて補正することは難しいと推察で
きた。座位姿勢によって生じる衣服の不適合を解
消するには、原型の形状から見直し、座位姿勢を
前提にした衣服を設計することが必要であると考
えられた。今後は、今回の結果に基づいて原型作
図法を提案したい。
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